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ま ち のう ご き

交通安全反射材の寄贈２　
　22

　交通事故防止に役立ててほしいと、日本カーバイト
工業から、自社で開発している特殊フィルムを使用し
た反射材シールが寄贈されました。反射材は、新たに
小学校に入学する児童約 300 人に配布されます。

２　
　27 救 急 車 の 贈 呈 式

　消防本部で、廃車予定だった救急車をスリランカ
の病院に贈るため、贈呈式が行われました。市長か
ら、救急車を自費で整備・移送する北栄運輸建設の
馬場眞佐治社長に目録とキーが手渡されました。

祝
表彰者（敬称略）
◇地方自治

　山内勇貴夫（北　野）　長谷川　肇（寺家町）
◇教育文化

　伊井　　祥（加島町）　宮﨑　淳子（下小泉町）
　小善　英男（吾妻町）
◇スポーツ

　金剛寺義昌（高　柳）
◇市民生活

　砂原　喜一（上小泉）　島﨑　和弘（追　分）
◇災害防護

　吉田　滿夫（法花寺）　平井　義隆（上小泉）
　山田　健二（大崎野）
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　「第３回市民チャレンジウオーク・かんじきハイク」
が行われ、市内の小学生ら親子約 30 人が国立立山青
少年自然の家の福富優さんの案内で、東福寺野自然公
園周辺の林道を散策しました。

２　
　23 か ん じ きハイク

　参加者は、青雲閣で里山に生息する動物の特徴など
聞いた後、戸惑いながらもかんじきを装着し、銀世界
のハイキングを楽しみました。散策の途中で、雪原を
横切るテンの足跡などを発見した子どもたちからは、
驚きと発見の声があがりました。

　なお、観光船でホタルイカ漁の網起こしが見学でき
る「ほたるいか海上観光」は、４月５日から５月６日
まで行われます。

「ほたるいか海上観光」の問合せ先
　滑川市観光協会（☎４７５－０１００）

ホ タ ル イ カ 漁 解 禁３　
　１

　富山湾に春の訪れを告げるホタルイカの定置網漁が
解禁されました。午前４時ごろ、滑川漁港から６隻の
漁船が三方に分かれ、沖合1.5～２㌔の漁場で網を起
こしました。この日の水揚げは342㌔でした。漁は、
６月まで続きます。

　市政功労表彰式が市役所で行われ、市政の各分野で
功績のあった 11 個人を表彰しました。

３　
　１ 市政功労表彰

市民交流プラザ
防犯カメラシステム稼働式

３　
　１

　市安全なまちづくり推進センターが市民交流プラザ
の南側出入り口に防犯カメラを２台設置しました。会
長（市長）と板谷滑川警察署長があいさつし、犯罪の
未然防止を期待して稼働スイッチを押しました。

３　
　17 満 1 0 0 歳 の お 祝 い

　満 100 歳の誕生日を翌 18 日に控えた石坂スゞ枝さ
ん（杉本）に、ひと足早く市長から祝い状と記念品、
花束などが手渡されました。ご家族に囲まれうれしそ
うにしておられたスゞ枝さん、いつまでもお元気で。


